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思考力育成

全校体制で言語活動を
取り入れ、論理的・
批判的思考力を育成

◎１８９９年創立の石川県第二中学校
が前身。２００４年度に石川県立金沢錦
丘中学校を併設し、県内唯一の公立
の併設型中高一貫校となる。「弘毅篤
学」を校訓として、高い志を育み、豊
かな心と知性、健やかな身体を培い、
地域や国家、国際社会の持続可能な
発展に貢献できる人材の育成を目指す。

国公立大は、北海道大、東北大、筑波大、
東京大、一橋大、金沢大、名古屋大、京都
大、大阪大、神戸大などに１５５人が合格。
私立大は、慶應義塾大、法政大、明治大、
立教大、同志社大、立命館大、関西大、関
西学院大などに延べ４６８人が合格。

設立

形態

生徒数

1３年度入試合格実績（現浪計）

1963（昭和38）年

全日制／普通科／共学

１学年約320人

住所

電話

Web Site

〒921-8151　石川県金沢市窪6-218

076-241-8341

指導変革の

成果実践背景

◎中高一貫校となり
進学実績が向上する
一方、生徒の学習は
暗記中心で、論理的・
批判的思考力の育成
に課題があった

変革のステップ

◎表現学習教材の導
入、コミュニケーショ
ン主体の科目の設
置、言語活動重視の
授業などにより思考
力を高める

◎国公立大合格者の
実績が過去１０年間
で最高を記録。論理
的・批判的思考力の
向上を実感する生徒
が増加

http://cms1.ishikawa-c.ed.jp/～nisikh/
NC2/

石川県立

金沢錦丘高校

こう き とく

がく

にしきがおか

　

石
川
県
立
金
沢
錦
丘
高
校
が
、
２
０
１
２
年
度
か
ら

言
語
・
表
現
活
動
の
充
実
に
取
り
組
み
始
め
た
背
景
に

は
、
生
徒
の
論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
の
低
下
と
い
う

課
題
意
識
が
あ
っ
た
。
04
年
度
に
併
設
型
中
高
一
貫
校

と
な
っ
て
以
来
、
進
学
実
績
の
面
で
は
着
実
に
成
果
を

上
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
成
績
上
位
層
の
け
ん

引
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
成
績
中
・
下
位
層
と
の
学
力

の
差
は
大
き
か
っ
た
。
加
え
て
、
新
た
な
課
題
も
浮
き

彫
り
に
な
っ
て
い
た
。
表

お
も
て

純
一
校
長
は
こ
う
言
う
。

　
「
本
校
に
赴
任
し
た
頃
の
指
導
は
、
多
く
の
教
科

が
復
習
中
心
だ
っ
た
た
め
、
生
徒
に
は
授
業
で
習
っ

た
こ
と
を
覚
え
る
暗
記
型
の
学
習
に
偏
る
傾
向
が
見

ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
短
期
記
憶
に
頼

る
学
習
で
は
、
覚
え
た
こ
と
の
多
く
は
定
期
考
査
が

終
わ
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
確
か
な
学
力
を
身

に
付
け
る
た
め
に
は
、
知
識
の
体
系
化
に
必
要
な
論

理
的
・
批
判
的
思
考
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
ま
し
た
」

　

教
務
主
任
で
物
理
担
当
の
多
井
伸
明
先
生
も
、
生
徒

の
特
徴
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
定
期
考
査
で
不
正
解
だ
っ
た
問
題
を
再
テ
ス
ト

す
る
と
生
徒
は
き
ち
ん
と
答
え
ら
れ
ま
す
が
、
少
し

内
容
を
変
え
て
同
じ
よ
う
な
問
題
を
出
す
と
、
も
う

出
来
な
く
な
る
。
生
徒
は
単
に
解
法
の
過
程
を
覚
え

て
い
る
だ
け
で
、
な
ぜ
そ
う
い
う
解
き
方
を
す
る
の

暗
記
中
心
の
学
習
が

学
力
向
上
の
妨
げ
に
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か
と
い
う
本
質
ま
で
理
解
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　

成
績
中
・
下
位
層
の
学
力
を
底
上
げ
し
て
学
校
全
体

の
学
力
向
上
を
図
る
こ
と
、
そ
し
て
、
10
年
後
、
20
年

後
の
社
会
で
活
躍
で
き
る
力
を
育
む
た
め
に
は
、
生
徒

の
論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
の
育
成
が
課
題
だ
っ
た
。

　

同
校
が
論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
育
成
の
柱
の
１
つ

に
据
え
て
い
る
の
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」（
以

下
、
総
合
学
習
）
で
実
施
す
る
「
表
現
サ
ポ
ー
ト
学

習
」だ
。
ベ
ネ
ッ
セ
の『
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』（
＊
１
）

を
教
材
と
し
、
個
人
ワ
ー
ク
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通

し
て
、
自
分
の
考
え
を
表
現
す
る
方
法
を
学
ぶ
。
１
年

次
で
は
、『
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
１
』
を
使
い
、
自
分

の
意
見
を
述
べ
る
た
め
に
必
要
な
力
を
段
階
的
に
身
に

付
け
て
い
く
。
そ
し
て
、
２
年
次
で
は
、
身
近
な
テ
ー

マ
を
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
察
し
て
、
自
分
の
考
え

を
整
理
す
る
と
共
に
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
他
者
の
意

見
を
知
る
こ
と
を
通
し
て
、
総
合
的
に
表
現
力
を
高
め

て
い
く
。

　
「
表
現
活
動
の
一
環
と
し
て
小
論
文
学
習
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
自
分
１
人
で
考
え
て
書
く
だ
け
で

は
思
考
が
深
ま
り
ま
せ
ん
。表
現
サ
ポ
ー
ト
学
習
は
、

大
勢
の
人
の
意
見
を
読
ん
だ
り
、
聞
い
た
り
、
評
価

し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、自
分
の
考
え
を
広
げ
、

深
め
る
こ
と
を
狙
い
と
し
ま
し
た
」（
多
井
先
生
）

　

毎
時
間
、
授
業
の
導
入
に
は
、
ペ
ア
ワ
ー
ク
の
「
問

答
ゲ
ー
ム
」
を
取
り
入
れ
た
。「
あ
な
た
は
○
○
が
好

き
で
す
か
」「
○
○
と
△
△
の
ど
ち
ら
が
好
き
で
す
か
」

と
い
っ
た
簡
単
な
問
い
を
設
定
し
、
相
手
に
自
分
の
考

え
を
筋
道
立
て
て
述
べ
た
り
、
情
報
を
正
し
く
伝
え
た

り
す
る
。
答
え
は
「
好
き
」「
嫌
い
」
な
ど
与
え
ら
れ

た
立
場
で
意
見
を
述
べ
、
終
わ
る
と
立
場
を
変
え
て
同

じ
問
答
を
繰
り
返
す
。
こ
こ
で
大
切
な
の
は
、
問
答
時

の
ル
ー
ル
だ
。
話
す
時
は
、
主
語
や
目
的
語
を
明
確
に

す
る
、
根
拠
や
理
由
を
述
べ
る
、
他
人
の
意
見
を
尊
重

す
る
と
い
う
ル
ー
ル
に
の
っ
と
る
。
そ
う
し
て
、
デ
ィ

ベ
ー
ト
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
な
が
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
型
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

　

論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
の
育
成
で
は
、
学
習
の
成

果
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
も
課
題
と
な
る
。
同

校
で
は
、『
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
の
成
果
を
評
価
す

る
方
法
と
し
て
「
論
理
力
テ
ス
ト
」
を
試
験
的
に
作
成

し
た
。

　
「
論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
を
測
る
場
合
、
定
性

的
な
評
価
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
で
は
時
間
が

掛
か
る
上
に
、
評
価
者
に
よ
っ
て
結
果
に
ぶ
れ
が
生

じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
論
理
力
テ
ス
ト
に
よ
っ

て
定
量
的
な
評
価
を
行
う
こ
と
は
、
そ
う
し
た
ぶ
れ

を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
１

つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」（
表
校
長
）

　

論
理
力
テ
ス
ト
は
、
国
語
、
地
歴
公
民
、
理
科
、
英

語
の
各
大
問
１
問
、
計
４
大
問
か
ら
成
る
。
試
験
時
間

は
45
分
だ
。
問
題
は
一
見
、
生
徒
に
と
っ
て
未
習
内
容

に
思
え
る
が
、
実
は
解
答
に
必
要
な
知
識
は
義
務
教
育

レ
ベ
ル
だ
。「
こ
の
グ
ラ
フ
を
見
て
、
考
え
ま
し
ょ
う
」

「
こ
の
デ
ー
タ
か
ら
論
理
的
に
考
え
る
と
、
ど
う
い
う

解
答
に
な
り
ま
す
か
」
と
い
う
よ
う
に
、
知
識
量
よ
り

も
、
い
か
に
論
理
的
に
考
え
ら
れ
る
か
が
問
題
を
解
く

鍵
と
な
っ
て
い
る
。

石
川
県
立
金
沢
錦
丘
高
校

三
藤
加
代
子　
み
ふ
じ
・
か
よ
こ

教
職
歴
26
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。１
学
年
主
任
。

「
生
徒
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
育
て
る
指
導
を
心
掛
け
て

い
き
た
い
」

石
川
県
立
金
沢
錦
丘
高
校

浅
井
千
雅　
あ
さ
い
・
ち
が

教
職
歴
６
年
。同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。１
学
年
担
任
。

「
常
に
前
向
き
に
！　

可
能
性
は
無
限
大
」

石
川
県
立
金
沢
錦
丘
高
校

多
井
伸
明　
た
い
・
の
ぶ
あ
き

教
職
歴
32
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。
主
幹
教
諭
。

教
務
主
任
。「
生
徒
の
可
能
性
は
誰
に
も
決
め
ら
れ
な
い
」

言
語
活
動
主
体
の
総
合
学
習
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
型
を
習
得

石
川
県
立
金
沢
錦
丘
高
校
校
長

表
純
一　
お
も
て
・
じ
ゅ
ん
い
ち

教
職
歴
37
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。「
目
の
前
の

生
徒
の
実
態
把
握
が
全
て
の
出
発
点
で
あ
る
」

言
語
活
動
の
達
成
度
を
評
価
す
る

「
論
理
力
テ
ス
ト
」を
試
行

＊
２
０
１
３
年
４
月
か
ら
、
表
校
長
は
石
川
県
教
育
委
員
会
教
育
次
長
兼
教

員
指
導
力
向
上
推
進
室
長
に
、
多
井
先
生
は
石
川
県
立
小
松
工
業
高
校
教
頭

に
着
任
さ
れ
て
い
ま
す
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＊１　ベネッセの小論文・表現学習教材。書いて伝えることを通して、生きた表現力を総合的に育成することを目指している。
＊プロフィールは２０１３年３月時点のものです



石川県立　金沢錦丘高校指導変革の

　

総
合
学
習
と
並
ぶ
も
う
１
つ
の
柱
は
、
英
語
に
よ
る

論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
の
養
成
だ
。
12
年
度
に
週
１

時
間
の
「
Ｌ
Ｃ
（Logical Com

m
unication

）
探
究
」

を
学
校
設
定
科
目
と
し
て
設
置
し
、
論
理
的
・
批
判
的

に
英
文
を
読
む
力
や
、
自
分
の
考
え
を
論
理
的
に
積
み

上
げ
、
英
文
で
書
く
力
を
育
成
す
る
。

　

授
業
は
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
デ
ィ
ベ
ー
ト
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
中
心
に
進
め
る
。
テ
ー
マ
は

「
制
服
は
あ
っ
た
方
が
よ
い
か
」「
夏
休
み
の
宿
題
は
必

要
か
」
と
い
っ
た
生
徒
に
身
近
な
話
題
か
ら
、「
日
本

サ
ッ
カ
ー
を
強
く
す
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
」「
Ｔ

Ｐ
Ｐ
加
盟
の
是
非
に
つ
い
て
」
と
い
っ
た
社
会
的
問
題

ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
英
語
科
担
当
の
三み

藤ふ
じ

加
代
子
先
生
は

テ
ー
マ
の
狙
い
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
テ
ー
マ
は
、
生
徒
が
考
え
や
す
く
、
理
由
を
述

べ
や
す
い
内
容
を
選
び
、
最
後
は
必
ず
自
分
の
意
見

を
書
か
せ
ま
す
。『
表
現
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
』
と
同
じ

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
英
語
で
討
論
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
一
度
、
総
合
学
習
で
取
り
組
ん
で
い
る
の

で
、
よ
り
考
え
を
深
め
る
意
味
で
も
有
効
で
す
」

　

教
材
の
大
半
は
教
師
の
自
作
だ
。
サ
ッ
カ
ー
が
テ
ー

マ
の
時
は
、
新
書
を
教
師
が
英
訳
し
て
デ
ィ
ベ
ー
ト
の

テ
キ
ス
ト
に
し
た
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
議
論
の
際
は
、
統
計
デ

ー
タ
な
ど
の
資
料
を
用
意
。
生
徒
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て

の
英
文
を
速
読
さ
せ
た
後
、教
師
が
英
語
で
解
説
し
た
。

　
「
授
業
前
に
英
語
科
で
勉
強
会
を
開
い
た
り
、
社

会
科
の
先
生
に
質
問
し
た
り
し
て
、
私
た
ち
自
身
が

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
ま
し
た
。
議
論
の
際
は
、
結
論
を
導
く
こ
と
よ
り

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
や
理
由
が
論
理
的
で
あ
る
か

ど
う
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
着
目
し
ま
す
。
結
論
が
出

な
く
て
も
、
論
理
的
に
資
料
を
探
究
し
意
見
が
言
え

て
い
る
か
ど
う
か
が
重
要
な
の
で
す
」（
三
藤
先
生
）

　
「
Ｌ
Ｃ
探
究
」
で
は
、
社
会
の
事
象
に
対
す
る
生
徒

の
視
野
を
広
げ
る
た
め
に
、
他
教
科
と
の
「
コ
ラ
ボ
授

業
」
も
行
っ
て
い
る
。
12
年
度
の
１
年
生
で
は
、
家
庭

科
、物
理
と
で
行
っ
た
。
家
庭
科
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
は
、

消
費
問
題
や
ご
み
問
題
を
テ
ー
マ
と
し
た
。
ま
ず
、
家

庭
科
の
授
業
（
１
・
５
時
間
）
で
日
本
語
で
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
さ
せ
、
生
徒
に
テ
ー
マ
へ
の
意
見
や
考
え
を

深
め
さ
せ
た
上
で
、「
Ｌ
Ｃ
探
究
」
の
授
業
（
２
時
間
）

で
は
、
同
じ
テ
ー
マ
を
英
語
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
さ

せ
た
。
家
庭
科
の
浅
井
千ち

雅が

先
生
は
、
授
業
で
工
夫
し

た
こ
と
を
次
の
よ
う
に
話
す
。

　
「
家
庭
科
の
授
業
で
は
、
テ
ー
マ
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
と
共
に
、
10
年
後
の
自
分
な
ら
ど
う
か
、

子
ど
も
を
持
つ
母
親
な
ら
、
大
学
の
研
究
者
な
ら
と

い
う
よ
う
に
、
生
徒
に
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
を
与
え
て

議
論
さ
せ
ま
し
た
。
同
じ
テ
ー
マ
で
も
、
立
場
に
よ

っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
捉
え
方
が
あ
る
こ
と
に
、
生
徒
は

気
付
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　

物
理
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
で
は
、
原
子
力
発
電
の
是
非

を
考
え
さ
せ
た
。
１
年
生
で
は
物
理
を
履
修
し
な
い
た

め
、
多
井
先
生
が
総
合
学
習
で
放
射
線
や
原
発
の
仕
組

み
な
ど
に
つ
い
て
の
講
義
と
実
験
を
行
い
、
そ
れ
を
受

け
て
「
Ｌ
Ｃ
探
究
」
で
原
子
力
発
電
や
原
発
事
故
に
つ

い
て
の
意
見
を
英
語
で
発
表
さ
せ
た
。

　

総
合
学
習
や
学
校
設
定
科
目
だ
け
で
は
な
く
、
各
教

科
の
授
業
や
定
期
考
査
の
あ
り
方
も
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
定
期
考
査
で
は
、
全
教
科
で
、
論
理
的
・
批
判
的

思
考
力
を
問
う
問
題
を
１
問
入
れ
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
授
業
で
も
、
言
語
能
力
を
高
め
る
活
動
を
取
り
入

れ
る
教
科
が
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、「
英
語
Ⅰ
」で
は
、

ペ
ア
ワ
ー
ク
で
必
ず
「
あ
な
た
は
ど
う
思
い
ま
す
か
」

と
い
う
オ
ー
プ
ン
・
ク
エ
ス
チ
ョ
ン
を
入
れ
て
、
相
手

に
そ
の
理
由
を
答
え
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。「
私

は
こ
う
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
…
…
」と
い
う
よ
う
に
、

筋
道
立
っ
た
話
し
方
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
論
理
的
・
批

判
的
思
考
力
を
高
め
る
の
が
狙
い
だ
。

　
「
総
合
学
習
だ
け
で
論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
を

身
に
付
け
さ
せ
よ
う
と
す
る
と
、
大
学
入
試
に
は
関

係
な
い
か
ら
と
言
っ
て
力
を
入
れ
な
い
生
徒
が
出
て

き
ま
す
。
教
科
学
習
の
中
で
論
理
的
・
批
判
的
思
考

他
教
科
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
で

社
会
へ
の
視
野
を
広
げ
る

指
導
力
向
上
に
は
教
師
自
身
の

論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
の
向
上
が
必
要

「
Ｌ
Ｃ
探
究
」で
英
語
に
よ
る

論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
の
向
上
を
図
る
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力
を
問
う
課
題
を
出
す
こ
と
で
、
そ
れ
が
入
試
を
突

破
す
る
た
め
に
も
必
要
な
力
で
あ
る
こ
と
を
、
生
徒

に
気
付
か
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。
教
師
自
身
も
、
生

徒
に
学
力
を
付
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
思
考
力
を
高

め
る
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
実

感
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
表
校
長
）

　

年
２
回
、
互
見
授
業
を
実
施
し
、
各
教
科
の
言
語
活

動
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
校
全
体
で
共
有
し
て
い
る
。
そ
の

時
期
に
は
、
全
教
師
が
授
業
を
公
開
し
、
少
な
く
と
も

担
当
教
科
と
他
教
科
の
各
１
教
科
を
参
観
す
る
。
公
開

す
る
教
師
が
、
今
回
の
授
業
で
の
工
夫
点
を
「
授
業
の

見
ど
こ
ろ
」
と
し
て
公
表
し
、
参
観
者
は
該
当
部
分
に

つ
い
て
の
意
見
や
感
想
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
。

　

生
徒
の
論
理
的
・
批
判
的
思
考
力
を
高
め
る
に
は
、

教
師
自
身
も
思
考
力
を
高
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

れ
は
、
表
校
長
が
常
に
教
師
に
求
め
て
い
る
こ
と
だ
。

　
「
生
徒
へ
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
や
模
試
の
結
果
デ

ー
タ
な
ど
の
分
析
で
は
、一
面
的
な
見
方
で
は
な
く
、

も
っ
と
別
の
見
方
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
、
別
の

要
素
を
合
わ
せ
て
ク
ロ
ス
集
計
す
る
こ
と
で
違
う
側

面
も
見
え
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
っ
た
こ
と

を
、
日
々
の
業
務
の
中
で
も
常
に
問
い
掛
け
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」（
表
校
長
）

　

日
常
会
話
で
も
、「
論
理
が
飛
躍
し
過
ぎ
で
は
な
い

か
」「
そ
の
話
の
根
拠
は
何
か
」
な
ど
、
よ
り
深
い
理

由
や
論
拠
が
問
わ
れ
る
。教
師
自
身
が
情
報
を
論
理
的
・

批
判
的
に
整
理
す
る
力
が
常
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
が
教
師
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

改
革
の
成
果
は
徐
々
に
表
れ
始
め
て
い
る
。
13
年
度

大
学
入
試
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
結
果
が
例
年
よ
り

も
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
が
、
生
徒
は
個
別
学
力
試
験
で

大
き
く
盛
り
返
し
た
。
最
終
的
に
は
国
公
立
大
合
格
者

数
が
１
５
５
人
で
、
う
ち
金
沢
大
合
格
者
数
が
49
人
を

記
録
。
過
去
10
年
で
最
高
の
実
績
を
上
げ
た
。

　
「
論
理
的
に
問
題
文
を
読
み
込
む
力
が
な
い
と
、

個
別
学
力
試
験
の
問
題
に
解
答
で
き
ま
せ
ん
。
順
序

立
て
て
思
考
を
積
み
重
ね
て
い
く
訓
練
を
徹
底
し
た

こ
と
が
、
大
学
入
試
の
結
果
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」（
表
校
長
）

　

生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、「
論
理
的
思
考

力
が
付
い
た
」「
社
会
的
な
問
題
に
関
心
を
持
つ
よ
う

に
な
っ
た
」
な
ど
の
項
目
で
肯
定
的
な
回
答
が
多
い
。

ま
た
、授
業
中
の
話
し
合
い
で
も
「
こ
の
グ
ラ
フ
よ
り
、

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
読
み
取
れ
た
か
ら
」
な
ど
と
、
根

拠
を
踏
ま
え
て
結
論
を
述
べ
る
生
徒
が
多
く
な
っ
た
。

　

今
後
の
課
題
は
、
日
々
の
言
語
活
動
が
確
実
に
学
力

の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
生
徒
に
実

感
さ
せ
る
こ
と
だ
と
、
多
井
先
生
は
話
す
。

　
「
総
合
学
習
や
『
Ｌ
Ｃ
探
究
』
の
活
動
が
自
分
の

学
力
を
高
め
て
い
る
こ
と
を
、
生
徒
が
実
感
し
き
れ

て
い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
分
の
成
長
が
客
観

的
に
分
か
る
評
価
法
を
確
立
し
て
、
生
徒
の
意
欲
を

更
に
高
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

個
別
学
力
試
験
で
得
点
を
伸
ば
し

志
望
実
現
を
果
た
す
生
徒
が
続
出

若手教師が語る、指導変革への　　　　

教師のチャレンジが
生徒の可能性を広げる

１学年担任　浅井千雅

　私は家庭科でしか出来ないような、社会問題や生活
の知恵について生徒に考えさせる授業を目指してきま
した。３年程前からは授業に言語活動を取り入れ、私
なりに工夫を重ねてきました。しかし、グループワー
クや発表に生徒は生き生きと取り組むのですが、どう
しても「楽しかった」「面白かった」といった感想レ
ベルで終わっていました。その原因を突き詰めていく
うちに、自分は思考を深める活動が何かを考えていな
いことに気付きました。そんな折、表校長が赴任され、
学校を挙げて思考力育成のための言語活動が始まりま
した。その中で、活動ではルールづくりが大切なこと、
「感想」ではなく「考えたこと」をまとめさせるなど、
さまざまなことを学びました。生徒も今は活動に慣れ、
更に深い議論が出来るようになってきたと思います。
　私はこれまで、校内の取り組みだけではなく、校外
の方とのワークショップや講演会の聴講など、自分を
高めるための場を数多く与えてもらいました。そうし
た機会を積極的に利用し、私自身が失敗を恐れずチャ
レンジすることで、生徒の可能性も広がっていくので
はないかと思っています。また、その中で得た失敗経
験を整理して、授業改善や指導スキルの向上につなげ
ていくことも大切です。生徒に考えさせるだけではな
く、私自身が思考力を向上させて、生徒のため、学校
のために何が出来るかを考えながら、精一杯取り組ん
でいきたいと思っています。

情熱
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